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毎年恒例の「ひまわり号街中探検」が７月１２日（日）に行われ、坊新

田町と鍛冶町通りの歩道などを車いすで走行し、危険箇所 
のチェックなどを行いました。今年は、 
介護などのボランティアを含め２２人が 
参加しました。 

１３日に開催された沼田市議会民生福祉委員協議会において市

は、地球温暖化防止対策としての施策を前進させる方向を打ち出  

し、７月臨時議会に提案する内容を報告し

ました。 
一つは、住宅用太陽熱利用促進事業とし

て、住宅の屋根に乗せる太陽熱温水器の設

置時に２万円、ソーラーシステム設置時に

は４万円を補助する施策を新規に実施す

ること。また、今年度から実施されている

住宅用太陽光発電普及事業での太陽光発

電装置設置時に１ｋｗ当２万５千円（上限

１０万円）を補助する事業も好評で、予算

を追加増額したいとの報告がありました。 住宅用太陽熱温水器 

電柱、消火栓、ホース格納庫が一ヵ所に設置

され、車いすでは通れず、車道へ迂回しなけ

ればならない危険箇所（鍛冶町通り） → 

 薄根支部は都議選翌日の１３日、解散総選挙情勢が緊迫する中、

井之川市議の協力も得て「宣伝統一 
行動」を実施し、宣伝カーとパーメ 
ガ・ビラまきの２組に分かれて薄根 
地域１１ヵ所で宣伝しました。 
 北部支部は、１６日に宣伝行動を 
行いました。 
 西部支部は、２０日に支持拡大統 
一行動を計画しています。 

 乗合タクシー存続署名運動が進んでいます。市で

は、廃止後の「何らかの手だて」の内部検討が進んで

います。（7/13 の民生福祉委での担当課長の話） 

 街中（下之町）での出発前写真，参加した井之川博幸議員（前列左端） 

 

  

 井土上町で宣伝する井之川議員 

 


